
3Ⅰ　研究報告

１　はじめに

目　的　　本研究は、鎌倉時代に再建された東大寺東塔
（七重塔、以下「鎌倉塔」と仮称）の復元原案の作成を目的
とする。
再建の経緯　　先行研究 １）から、再建の経緯を整理した

（表１）。鎌倉塔は、重源、栄西、行勇の３人の大勧進によっ
て再建された。鎌倉塔の再建は、僧綱らの反対を押し切
り、重源の希望により他の堂宇より先に事始がなされ、
重源の没後に栄西が礎石の設置と立柱をおこなった。
　重源と栄西による現存建築は、それぞれ大仏様や禅宗
様などの特徴をもつ。そのため、重源と栄西それぞれの
構想を想定し、復元原案２案の検討をおこなった。以下
では、それぞれの案を「重源案」、「栄西案」と仮称する。
行勇はそれまでの計画を継承し、完成させたと考える。
発掘調査成果　　2015年の成果より、初重は中央間20.0
尺、両脇間18.0尺の方３間で、側柱筋から石敷までの範
囲は17.3～23.3尺である ２）（基準尺は0.3ｍ）。基壇の遺存状
態は良好で、初重に裳階や縁が存在した可能性は低い。
出土遺物には瓦や風鐸がある。鬼瓦は、高さ0.7ｍ、幅0.5
ｍに復元される１形式のみの断片が出土した。
史　料　　鎌倉塔の存続中（1340年）に撰述された院家
雑々跡文には、「東大寺七重塔　高三十二丈」 ３）とある。
また、初重（探玄記第廿巻義決抄 紙背文書） ４）、二重（東大

寺略縁起抜書） ５）は、各重ごとに立柱したことがわかる。

２　重源案と栄西案に共通する形式

高　さ　　院家雑々跡文の興福寺五重塔と東寺五重塔の
高さは、その後の再建であるものの、現状の高さに近い。
よって、この史料から鎌倉塔の高さは320.0尺と考える。
組上構造　　史料より、各重で柱を立てる構造とする。
二重以上の側柱は、垂木尻上に置いた柱盤に立てる。
逓減率　　初重に対する最上重の逓減率は、塔の層数に
かかわらず、各時代の特徴が表れる。中世に建立された
現存塔の検討から、逓減率は70％前後を目安とする。
柱間数　　各重の柱間数は、この逓減率や、平安時代以
降に建立された現存塔などから、全重方３間と考える。

相　輪　　相輪の規模は、　奈良時代創建の東大寺東塔
（七重塔、以下「天平塔」と仮称）を踏襲したと考える。天
平塔の相輪は、史料から高さ88.2天平尺（「大仏殿碑文」『東

大寺要録』）、第一盤径12.0天平尺（「東大寺権別当実忠二十九

箇条事」『東大寺要録』）と判明する。意匠は、鎌倉時代の
相輪で比較的当初の姿を留める、海住山寺五重塔に倣う。
屋　根　　出土瓦の寸法より、瓦間隔は１尺とする。鬼
瓦の出土状況（１形式のみ）より、稚児棟なしと考える。

３　重 源 案

　大仏様の特徴を整理した上で、同じ境内で柱間寸法が
近い、東大寺南大門 ６）をもとに検討する（図１）。
逓　減　　等差かつ尺の完数での逓減を想定し、総間で
各重３尺の逓減とする（七重総間38尺、逓減率67.9％）。
軸　部　　柱上の四天柱筋に、一方向のみに２本の大虹
梁を渡す。これと直交する虹梁を両脇間のみに入れ、大
虹梁の側面に挿す。さらに隅行の虹梁を渡す。これらの
虹梁（以下、「下方の虹梁」と仮称）とは別に、上重の四天
柱を受ける２本の大虹梁（以下、「上方の大虹梁」と仮称）

を入れる。上方の大虹梁は、下方の大虹梁に直交させて
のせるが（鼻先は通肘木にのせる）、それらの向きは各重で
90°回転させる。下方の虹梁と上方の大虹梁は柱筋が異
なり、それぞれ上下の層の柱筋に対応する（図２）。
　二重以上の四天柱は、大瓶束状に上方の大虹梁を跨い
で立てる（四天柱も荷重を受け、構造的な役割をもつ）。
組　物　　組物の形式は、基本的には東大寺南大門の上
層に倣う。遊離尾垂木は、初重から六重は垂木尻を内部
に引き込まないため、また七重も、相輪支持部材との取
り合いや柱間寸法の狭さから、全重で不要と考える。
軒　　軒の出は、東大寺南大門の下層に倣い18.0尺とす
る。軒は、軒反りをつける。
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年
東大寺東塔に関する内容 史料

西暦 和暦

1180 治承４年 南都焼討で天平塔など焼失。 玉葉ほか

1201 建仁元年
大仏殿院回廊に引き続き、大勧進・重源は七重塔

（東塔）の再建を希望する。僧綱らは、まず講堂
と三面僧房の再建に着手すべきと訴え、願い出る。

春華秋月抄

1204 元久元年
東塔事始の日時を定め、４月５日に「事始」をお
こなう。重源の希望通り、講堂や三面僧房より先
である（大勧進は重源）。

百錬抄

1205 元久２年 重源、六角七重塔の造立後に大仏殿および塔前に
て千部法華経転読のための勧進を企つ。

重源上人勧進状
（東大寺文書）

1206 建永元年 重源が入滅し（明月記）、栄西が大勧進を引き継
ぐ（入唐縁起）。

明月記、入唐縁
起

1208 承元２年「右今日御塔礎并柱立始料所請如件」とあり、現
地で実際の工事が始まった（大勧進は栄西）。

探玄記第廿巻義
決抄 紙背文書

1209 承元３年
６月10日に二重の立柱を終え（東大寺略縁起抜
書）、さらに三重の工事に進んだ（入唐縁起）。そ
の頃、法勝寺八角九重塔の再建にあたり、大勧進
の栄西は法勝寺に転じた（如是院年代記）。

東大寺略縁起抜
書、入唐縁起、
如是院年代記

1216 建保４年 大勧進・行勇により、工事が再開する。 東大寺略縁起抜
書

1223 貞応２年 相輪をあげる。 百錬抄
1340 暦応３年 院家雑々跡文が撰述される。 院家雑々跡文
1362 康安２年 落雷で焼失。 嘉元記

表１　鎌倉塔の再建の経緯
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造　作　　天井は張らず、各重で化粧屋根裏をみせる。
床は、転ばし根太で低い板床を張る。柱間装置は、初重
は中央間を桟唐戸、両脇間を連子窓とし、二重以上は中
央間を扉口、両脇間を壁とする。高欄は、二重以上は組
物に干渉するため設けず、初重にも設けないこととした。
部材寸法　　大仏様には一定程度の部材の規格化がみら
れることから、部材寸法は基本的に全重で同寸とした。

４　栄 西 案

　栄西による唯一の現存建築である東大寺鐘楼 ７）をもと
に検討する（図３）。このうち、鐘を吊るための要素は省く。
東大寺鐘楼の特徴　　東大寺鐘楼は、巻斗幅0.8尺を寸法
体系の基準とする。組物は連斗で一手は巻斗２斗分とし、
軒の出や柱間寸法などは基本的に巻斗幅の倍数とする。
寸法体系　　東大寺鐘楼の寸法体系に倣うが、鎌倉塔の
規模からみて、東大寺鐘楼の部材寸法では細いと考え、
栄西案の寸法体系を構築する（表２）。発掘調査で初重の
平面が判明しており、まずは柱径を手がかりとする。鎌
倉時代までの現存塔19基の初重の柱間寸法に占める柱径
の割合から、栄西案の初重の柱径は4.1～4.5尺と考える

（東大寺鐘楼の1.46～1.61倍）。栄西案と東大寺鐘楼の柱径の
関係を目安に、巻斗幅は1.25尺とし、寸法体系は東大寺
鐘楼の約1.56倍（＝1.25÷0.80）とする。
　初重の中央間20.0尺は、巻斗幅の16倍である。両脇間
は巻斗幅の14倍で17.5尺だが、これに0.5尺の隙間を設け
発掘調査成果の18.0尺に合わせる（図４）。
逓　減　　等差での逓減を想定し、総間で各重２斗分（2.5

尺）の逓減とする。二重以上は連斗とし、両脇間に0.5尺
の隙間を設けない（七重総間40.0尺、逓減率71.4％）。
軸　部　　東大寺鐘楼の虹梁、飛貫状の部材、副柱、間
柱は鐘を吊るための部材と考え、採用しない。初重の柱
径は、寸法体系より4.375尺とする。初重の側まわりは
頭貫、内法貫、地貫で固め、二重以上は頭貫のみとする。
なお、貫は寸法体系に倣わない。頭貫上に詰組を置くこ
とから、貫の幅は巻斗幅と同寸とし、成は等比拡大した。
二重以上では、側柱は内部二手目まで引き込んだ地垂木
尻上の柱盤に立て、四天柱は繋肘木上の柱盤に立てる。
組　物　　地垂木掛を支持するため、六の肘木を側まわ
りに置き、それと直交する繋肘木を入れ、内部二手目に
組物を重ねる。さらに、九の肘木で側まわりを繋ぎ補強

する。外部二手目の位置に母屋を入れ、中備の詰組の位
置にも繋肘木を渡す。六重以上は、脇間が狭く繋肘木を
通せないため、中備を置かない。
軒　　軒の出は、寸法体系より20.0尺とする。
造　作　　軒小天井を張る。床は、発掘調査成果や禅宗
様の現存建築から土間とする。
　東大寺鐘楼は吹き放しだが、鎌倉塔に祀る仏像が造ら
れており（『東大寺続要録』造仏篇）、柱間装置は存在する
と想定する。禅宗様の現存建築や大宋諸山図などの資料
から、初重は中央間を桟唐戸、両脇間を花灯窓、各柱間
の頭貫と内法貫間を弓欄間とし、二重以上は中央間を花
灯口、両脇間を連子窓とする。
　高欄の形式は、禅宗様の向上寺三重塔に倣う。高欄の
部材寸法は、他の部材との関係などから、向上寺三重塔
を２倍したものとする。さらに、立面の意匠を勘案し、
二重以上の高欄には腰組（一手先）を置く。腰組の土居
桁は、柱盤との納まりなどから二手目に置く。腰組の割
り付けは、各重の柱筋と中備の位置に揃える。六重以上
に中備はないが、腰組は入れる。

５　おわりに

　本研究では、鎌倉塔２案について復元検討をおこな
い、それぞれの復元原案を作成した。なお、部材の逓減、
須弥壇、彩色などの細部については、未検討である。
　本研究は、天平塔と鎌倉塔の２時期の東大寺東塔の復
元原案の作成をおこなう東大寺からの受託研究の一部で
あり、都城発掘調査部遺構研究室を中心として検討をお
こなった。本稿は、鎌倉塔についての中間報告である。
図面作成には、文化財建造物保存技術協会の春日井道彦
氏と中西將氏の手を煩わせた。� （目黒新悟）
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建物
基準尺 柱間（総間） 柱径 大斗幅 巻斗幅 肘木幅 側柱－丸桁 丸桁－木負 木負－茅負 軒の出

拡大倍率
［㎜］ ［㎜］ ［尺］ ［㎜］ ［尺］ ［㎜］ ［尺］ ［㎜］ ［尺］ ［㎜］ ［尺］ ［㎜］ ［尺］ ［㎜］ ［尺］ ［㎜］ ［尺］ ［㎜］ ［尺］

東大寺鐘楼
（巻斗幅に対
する割合）

297.8 7,624 25.6
（₃₂.₀₀） 837 2.8 

（₃.₅₀） 950 3.2 
（4.00） 238 0.8 

（₁.₀₀） 178 0.6
（0.75） 1,906 6.4 

（8.00） 820 2.75
（3.45） 1,085 3.65

（4.55） 3,811 12.8
（₁₆.₀₀） 1.000

↓ ↓    ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

栄西案 300.0
※発掘

16,800
※発掘

56.00
※発掘 1,313 ₄.₃₇₅ 1,500 5.0 375 ₁.₂₅ 281 0.9375 3,000 10.0 1,290 4.3 1,710 5.7 6,000 20.0 ₁.₅₆₂₅

※尺で換算

表２　東大寺鐘楼と栄西案の寸法体系
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※ 主な工夫点は、初重の当該部分に網掛けした。
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図１　重源案 立断面図　1：₄₀₀ 図３　栄西案 立断面図　1：₄₀₀

図２　重源案 虹梁の架構（垂木尻下部分）

図４　栄西案 初重の柱間寸法と巻斗幅


